
3.2 カノニカルアンサンブルで計算 3 気体方程式

この和は正確に実行できない.
√
βE0 << 1であれば, ガウス積分に近似できる.
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よって分配関数は,
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となる. これを使って計算すれば,
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最後の行の近似はスターリングの公式N ! ∼ (N/e)N を使った.
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これからポアソンの関係式 V T 3/2 =一定が得られる.
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